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理科授業における教授学習の過程の可視化
小 野 瀬　倫 也
1．はじめに
2014 年 11 月，新しい時代にふさわしい学習指導要領等の在り方について文部科学
大臣より中央教育審議会に対して諮問が出された（下村，2014）。今回特に，注目す









































































































































（2）科学観        ・教師の科学に対する捉え。
　　（例：相対主義的科学観，経験主義的科学観など）


































子どもの考えの引き出し ・子どもの考えを選別する    


























































下に示す事例 1，事例 2 は，中学校理科の授業の一部であり，共に，授業開始から本
時の学習課題が成立するまでの教師と子どもの対話の過程である。典型的な例を示す













































































































ます。じゃあ、指の骨は何本？  S3: 分かんない
T5: 一本につきでもいいよ。まあ、場所によっ













くしかないと思います。  S7:50 本
T10: 50 本くらい？ 50 本くらいですか……
（あばら骨をさすりながら）どうですか、
○○。  S8：80 本くらい
T11:80 本くらい。ちょっと増やしたね。
T12:150  S9:150
T13:100 ？ 200 ？
 S10:200
T14: ああ、200。そうとういい線行きましたね。

































































教師の発問 T1 から T8 において，見た目の体の形（指）から骨格（骨）へと子ども
の視点を移した。更に T8 から T14 において，体全体の骨格（数）へと拡大した。そして，
課題1として，「今日はその骨がどうして動いていくのか」という学習課題が提示された。
しかし，ここまでの議論は，骨の数についての議論であり，T15 課題 1 は，子ども
にとって，唐突に出てきたという受け止められ方がされることが考えられる。











前述のように，事例 1 はベテラン教師，事例 2 は経験が浅い教師であった。それぞれ



























　　本研究は JSPS 科研費 24531150（研究代表：小野瀬倫也）の成果の一部である。また，
本研究における授業実践の記録，プロトコル作成に関して国士舘大学文学部教育学科初等
教育専攻 3 年 窪田 楓 氏の協力があった。感謝したい。
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